
2023年度助成分

●  2023 年度に野村財団の客員研究員助成を受けて、東京大学大学院経済学研究科が行った
活動は以下の通りである。

①研　究　者：  Minseon Park（School of Management, Yale University・Postdoctral 
Associate）

 ※  2024 年に Assistant Professor of Economics, University of Michigan-Ann 
Arbor として着任

　滞 在 期 間： 2024 年 3 月 7 日～ 2024 年 3 月 17 日
　受 入 機 関： 東京大学大学院経済学研究科
　受入責任教官： Suk Joon Son（東京大学大学院経済学研究科・講師）
　研究課題名： Labor Economics, Public Economics
②研　究　者： Hyunjae Kang（京都大学経済研究所・助教）
　滞 在 期 間： 2024 年 3 月 4 日～ 2024 年 3 月 9 日
　受 入 機 関： 東京大学大学院経済学研究科
　受入責任教官： Suk Joon Son（東京大学大学院経済学研究科・講師）
　研究課題名： Labor Economics, Family Economics, Applied Microeconomics
③研　究　者：  Kanghyock Koh（Department of Economics, Korea University・Assistant 

Professor）
　滞 在 期 間： 2024 年 3 月 7 日～ 2024 年 3 月 9 日
　受 入 機 関： 東京大学大学院経済学研究科
　受入責任教官： Suk Joon Son（東京大学大学院経済学研究科・講師）
　研究課題名： Health Economics, Public Economics, Labor Economics, Applied 

Microeconomics

Ⅲ .  研究実績│客員研究員実績報告書
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